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改良地盤の品質管理手法等に関する検討（その 1） 

（セメント系固化材を用いた改良土の促進養生による早期材齢での強度推定） 
 

１．はじめに 
深層混合処理工法の配合設定において建築地の土試料

を採取して室内配合試験を実施する場合、早期に試験結

果が分かれば、事前の工法判断の早期化、工事開始後の

配合修正の早期化および添加量の適正化が図れるメリッ

トがある。これまでに、高温養生することで強度発現を

促進し、早期材齢の一軸圧縮強さから 28 日強度を推定す

る方法がいくつか提案 1）されている。 
今回、4 土質について 20℃と 50℃で養生した場合の材

齢 28 日までの強度発現について、一軸圧縮強さの比較を

行った結果を報告するとともに、50℃で高温養生した早

期材齢の強度結果からの強度推定式を提案する。 
２．試験概要 
試験は 4 試料とし 9.5mm ふるい通過試料を使用した。

各試料 2 種類の添加量、水固化材比は全て 60%、土質に

応じ一般的に使い分けられている固化材を 2 種類用い、

同仕様の供試体を各 6 本作製した。養生条件は、20℃と

50℃の湿空養生とし、材齢 28 日までの 6 材齢において一

軸圧縮試験を実施した。試料の土質性状、配合条件度等

を表 1 に示す。なお、供試体の管理密度とは添加量を設

定する際、所定の方法でモールドに詰めた試料を元に算

出した密度であり、これを元に添加量を設定した。 
表 1 試料の土質性状及び試験概要 

 

３．試料の混錬と供試体の作製方法 
今回の試験では試料の混錬方法として図 1 に示すフロ

ーで実施し、混錬条件を同じとするため、試料の混錬時

間は合計 5 分とし 2.5 分で一度ミキサーブレード等に付着

している試料をへら等を用いて掻き出す作業を行った。 

 
図 1 試料混錬の作業フロー 

試料のモールドへの充填方法は下記①を基本とし、①

での充填が困難な場合は②の方法とした。充填後は、頭

部を平滑に仕上げてポリ塩化ビニリデンフィルムで覆い、

速やかに養生を開始した。 
①タッピングによる方法 

モールドへ試料を 2 層に分けて入れ、各層毎に 50 回

程度軽く叩きつけることで充填する。 
②1.5kg ランマーによる突き固めによる方法 

モールドへ試料を 3 層に分けて入れ、各層毎に質量

1.5kg の錘を 20cm の高さから 12 回自由落下させ突き固

める。この時、層間の接続をよくするため、層毎に上面

にカッター等で切込みを入れる。なお、供試体の管理密

度は本方法により詰めた試料より算出した。 
４．試験結果 

図 2 に試料毎の材齢と一軸圧縮強さの関係を示す。こ

の結果より、各試料・添加量とも 50℃で高温養生した方

が早期から材齢 28 日まで強度が大きくなる傾向が得られ

た。なお、ロームで材齢に対し発現強度にばらつきが生

じたのは、写真 1 のように試料の粘性が非常に大きく、

混錬で固化材が均一になり難いことや、モールドへの充

填が困難で供試体に空隙が残りやすいことが考えられる。 
  
 
 
 

写真 1 ローム試料の混錬・供試体の状況 
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図 2 材齢と一軸圧縮強さの関係 

５．考察 
20℃養生の 28 日強度を基準強度 qub28 とした各条件の

強度 quki の比を表 2 に示し、さらに 50℃養生の材齢と強

度比の関係を図 3 に図示する。この結果より、各土質に

よりばらつきは見られるものの、材齢と強度比の関係は

各条件とも同様の傾向が確認された。図 3 の関係より、

安全側となるよう下限値を用いることで、50℃養生の早

期材齢 1～3 日の強度から 20℃養生の 28 日強度を推定で

きる可能性があると考えられる。この考え方に従い 28 日

強度推定式の設定を試みた結果を表 3 に示す。 
表 2 基準強度（20℃,28 日）に対する各条件の強度比 

 

 
図 3 基準強度に対する 50℃養生強度比率と材齢の関係 

表 3 50℃養生の早期材齢強度からの 28 日強度推定式の例 

 
６．まとめ 

50℃で高温養生した早期材齢の試験結果より設計基準

強度を満足していることの確認、あるいは 20℃養生の 28
日強度が推定できる可能性を示した。しかし、固化材の

種類や土質によるばらつきが生じると考えられるため、

さらなるデータの蓄積が必要である。また、室内配合試

験の供試体作製方法についても、特に粘性の大きい試料

では混錬方法や時間、充填方法などによっては試験結果

へのばらつきの原因となるため、定量的な作製方法を検

討していく必要がある。 
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